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蝶理アドバンストマテリアル株式会社　MBO実行の流れ�

みずほキャピタルパートナーズ�
運営のファンド�

2001年3月に60％出資済�

日商岩井�
アルコニックス�

蝶理アドバンスト�
マテリアル�
現経営陣�

55％� 40％� 5％�

出資�

（受け皿会社）�
アドバンスト�

マテリアルジャパン�

100％出資� 2004年4月1日合併�

蝶理アドバンスト�
マテリアル�

旧資本関係�

蝶理�

株式譲渡・営業譲渡�

２
年
で
８
千
円

輸
送
コ
ス
ト
増

住
友
商
事
ケ
ミ
カ
ル

新
社
長
に
桑
野
氏

長
瀬
産
業
は
四
月
一
日
付

で
国
内
販
社
の
グ
ル
ー
プ
企

業
の
一
部
を
再
編
す
る
。
西

日
本
長
瀬（
福
岡
県
福
岡
市
、

佐
藤
賢
社
長
）
と
九
州
長
瀬

（
福
岡
県
久
留
米
市
、
佐
藤

賢
社
長
）
を
統
合
し
新
・
西

日
本
長
瀬
に
、
ま
た
ナ
ガ
セ

ケ
ミ
カ
ル（
東
京
都
中
央
区
、

大
沼
忠
明
社
長
）
と
静
岡
長

瀬
（
静
岡
県
富
士
市
、
鍋
田

千
廣
社
長
）
を
統
合
し
新
・

ナ
ガ
セ
ケ
ミ
カ
ル
と
し
て
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。
市
場
変
化

に
合
わ
せ
経
営
基
盤
の
再
強

化
を
狙
っ
た
も
の
で
、
初
年

度
か
ら
合
併
効
果
を
積
極
的

に
引
き
出
す
。

西
日
本
長
瀬
と
九
州
長
瀬

は
長
瀬
産
業
染
料
部
の
販
売

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
経

緯
を
も
つ
。
だ
が
、
染
料
業

界
の
構
造
的
な
低
迷
の
影
響

で
、
売
り
上
げ
お
よ
び
利
益

と
も
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。

そ
の
た
め
二
年
前
に
西
日
本

長
瀬
に
合
成
樹
脂
を
主
体
と

し
た
長
瀬
産
業
広
島
営
業
所

の
事
業
を
移
譲
。
一
方
の
九

州
長
瀬
も
同
福
岡
営
業
所
の

事
業
を
継
承
し
た
。
業
績
は

順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、

経
営
基
盤
の
再
強
化
を
図
る

た
め
、
両
社
を
統
合
さ
せ
る

こ
と
で
経
営
資
源
の
有
効
活

用
を
促
進
、
化
成
品
、
合
成

樹
脂
を
両
輪
と
し
た
地
域
密

着
型
の
化
学
品
専
門
商
社
と

し
て
新
た
に
立
ち
上
げ
る
。

ま
た
、
ナ
ガ
セ
ケ
ミ
カ
ル

は
、
東
日
本
地
区
を
軸
に
営

業
展
開
し
て
き
た
デ
ル
タ
フ

ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
が
ビ
ジ
ネ

ス
領
域
の
拡
大
を
目
指
し
、

二
〇
〇
三
年
四
月
に
新
た
に

ナ
ガ
セ
ケ
ミ
カ
ル
と
社
名
を

変
更
。
一
方
、
静
岡
長
瀬
は

静
岡
県
富
士
市
の
製
紙
市
場

に
根
差
し
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
し

て
き
た
が
、
製
紙
業
界
の
商

流
の
見
直
し
が
顕
著
に
表
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
両
社
を

統
合
す
る
こ
と
で
事
業
の
再

構
築
を
図
る
。
静
岡
長
瀬
は

新
・
ナ
ガ
セ
ケ
ミ
カ
ル
の
静

岡
支
店
と
し
て
取
り
扱
い
商

材
の
領
域
を
広
げ
、
再
出
発

す
る
。

長
瀬
産
業
で
は
市
場
の
変

化
に
合
わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
組

織
の
再
編
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
さ
せ
て
お
り
、
地
域
に
根

差
し
た
販
社
育
成
に
力
を
注

い
で
い
る
。

ド
ラ
ム
缶
は
、
原
料
・
鋼

材
の
高
騰
を
背
景
と
し
た
値

上
げ
交
渉
が
本
格
化
し
て
い

る
。
鋼
材
価
格
は
二
〇
〇
二

年
下
半
期
に
一
�
当
た
り
五

千
円
値
上
が
り
し
、
二
〇
〇

三
年
上
期
に
は
同
三
千
円
値

上
が
り
し
た
。こ
こ
に
き
て
、

新
年
度
と
な
る
四
月
か
ら
さ

ら
な
る
値
上
げ
が
浮
上
す
る

な
ど
ド
ラ
ム
缶
メ
ー
カ
ー
の

収
益
を
さ
ら
に
圧
迫
さ
せ
る

懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ド

ラ
ム
缶
価
格
は
強
含
み
の
展

開
に
あ
る
。

こ
の
二
年
間
で
値
上
が
り

し
た
鋼
材
価
格
は
同
八
千

円
。
ド
ラ
ム
缶
一
缶
が
二
十

四
�


と
な
る
こ
と
か
ら
ド

ラ
ム
缶
メ
ー
カ
ー
は
一
缶
当

た
り
百
九
十
�
二
百
円
の
負

担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
昨

年
も
一
本
当
た
り
百
円
以
上

の
値
上
げ
を
目
指
し
た
価
格

修
正
に
取
り
組
ん
だ
が
、
実

態
は
十
円
玉
が
数
枚
上
乗
せ

で
き
た
か
ど
う
か
で
、
総
体

的
と
し
て
は
価
格
が
下
げ
止

ま
っ
た
だ
け
と
い
わ
れ
て
い

る
。だ

が
、
二
〇
〇
三
年
暮
れ

か
ら
年
明
け
に
か
け
て
鋼
材

の
品
薄
感
に
拍
車
が
か
か

り
、
鋼
材
価
格
の
新
た
な
値

上
げ
打
ち
出
し
が
浮
上
し
て

き
た
。
こ
れ
ら
鋼
材
価
格

の
高
騰
は
、
中
国
市
場
の
需

要
が
上
昇
し
続
け
て
い
る
た

め
で
、
す
で
に
日
本
市
場
の

価
格
よ
り
中
国
市
場
の
価
格

帯
の
ほ
う
が
上
に
あ
る
と
い

う
状
況
が
長
く
続
い
て
い

る
。そ

の
た
め
ア
ジ
ア
市
場
の

鋼
材
価
格
は
上
昇
、
国
内
に

お
い
て
も
天
井
が
み
え
な
い

ほ
ど
上
げ
足
を
速
め
て
い

る
。
二
〇
〇
三
年
末
に
は
、

二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
鋼
材

価
格
は
三
千
円
程
の
値
上
げ

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た

が
、
年
明
け
に
は
五
千
円
、

そ
し
て
今
で
は
六

千
円
に
達
す
る
と

い
う
と
見
方
ま
で

出
て
き
た
。
そ
の

上
、
二
〇
〇
四
年

下
期
に
は
新
た
な

価
格
修
正
が
あ
り

そ
う
だ
と
い
う
予

想
も
浮
上
し
始
め

る
ほ
ど
鋼
材
価
格

は
上
げ
一
辺
倒
の

基
調
に
あ
る
。

さ
ら
に
ド
ラ
ム
缶
の
ジ
ャ

ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
で
の
デ
リ

バ
リ
ー
方
式
が
コ
ス
ト
増
の

要
因
と
し
て
あ
が
っ
て
い

る
。
受
注
状
況
に
よ
っ
て
は

市
中
の
高
値
鋼
材
を
手
当
て

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
昨
年
十
月
に
施
行
さ
れ

た
排
ガ
ス
規
制
対
策
に
よ
る

輸
送
ト
ラ
ッ
ク
の
買
い
替
え

や
、
排
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
の
手

直
し
も
大
き
な
負
担
増
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
増
に
耐

え
ら
れ
な
く
な
っ
た
ド
ラ
ム

缶
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
価
格

転
嫁
す
べ
く
、
本
腰
を
入
れ

た
値
上
げ
交
渉
に
動
い
て
い

る
。現
状
の
値
上
げ
交
渉
は
、

こ
れ
ま
で
の
八
千
円
分
に
対

し
て
の
も
の
で
、「
こ
の
春
か

ら
の
鋼
材
価
格
の
値
上
が
り

分
に
関
し
て
は
再
度
、
ユ
ー

ザ
ー
に
お
願
い
す
る
」（
大
手

ド
ラ
ム
缶
メ
ー
カ
ー
首
脳
）

考
え
の
よ
う
だ
。

す
で
に
ス
テ
ン
レ
ス
ド
ラ

ム
は
、
材
料
・
ニ
ッ
ケ
ル
な

ど
の
ひ
っ
迫
か
ら
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
材
の
手
当
て
が
滞
り
始

め
て
お
り
、
購
入
計
画
の
提

出
を
ユ
ー
ザ
ー
側
に
要
請
し

始
め
て
い
る
。
ス
チ
ー
ル
ド

ラ
ム
も
鋼
材
の
手
当
て
難
発

生
と
な
れ
ば
、
ス
テ
ン
レ
ス

缶
同
様
に
購
入
計
画
の
提
出

を
要
請
す
る
事
態
に
陥
る
か

も
し
れ
な
い
。

新
日
本
製
鉄
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
な
ど
の
鋼
材
メ
ー
カ

ー
は
鋼
材
販
売
に
対
し
売
り

腰
が
強
い
こ
と
か
ら
、
ド
ラ

ム
缶
メ
ー
カ
ー
は
鋼
材
手
当

て
優
先
の
た
め
に
も
鋼
材
の

値
上
げ
を
受
け
ざ
る
得
な

い
。
鋼
材
の
調
達
不
安
が
ド

ラ
ム
缶
メ
ー
カ
ー
の
値
上
げ

姿
勢
を
一
段
と
後
押
し
た
か

た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
ド
ラ

ム
缶
の
価
格
修
正
に
強
い
姿

勢
で
臨
ん
で
こ
よ
う
。

日
本
炭
酸
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
末
で
千

葉
県
の
船
橋
冷
蔵
倉
庫
を
閉
鎖
・
解
体
し
、

冷
蔵
事
業
部
門
か
ら
撤
退
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
船
橋
冷
蔵
倉
庫
跡
地
約
二
千
六
百
四
十
平
方
	
に
、
関
東
一
円
に
配
置
さ
れ
て
い
た

炭
酸
ガ
ス
充
て
ん
工
場
、
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
加
工
工
場
を
集
約
す
る
た

め
の
設
備
投
資
を
実
施
す
る
。
投
資
額
は
約
五
億
円
。
ま
た
、
新
商
材
の
開
発
を
メ
イ

ン
と
す
る
「
新
規
事
業
開
発
室
」
を
新
設
、
ニ
ッ
チ
分
野
で
の
高
付
加
価
値
製
品
の
ニ

ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
注
ぐ
方
針
。

日
本
炭
酸
の
冷
蔵
事
業
部

門
は
、
一
九
八
〇
年
に
船
橋

冷
蔵
倉
庫
を
建
設
、
豊
海
倉

庫
（
東
京
都
中
央
区
）
と
合

わ
せ
て
冷
蔵
倉
庫
営
業
を
行

っ
て
き
た
が
、
三
年
ほ
ど
前

に
豊
海
を
撤
収
し
冷
蔵
部
門

を
船
橋
に
集
約
し
た
。
し
か

し
最
近
、
船
橋
は
漁
港
と
し

て
も
荷
揚
げ
が
減
り
、
ま
た

二
〇
〇
二
年
十
一
月
か
ら
主

要
荷
主
の
物
流
部
門
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
と
も
な
い

大
幅
な
減
収
と
な
る
見
込
み

の
た
め
二
〇
〇
三
年
三
月
末

で
閉
鎖
し
た
。

こ
の
た
め
、
リ
ス
ト
ラ
な

ど
社
内
合
理
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
船
橋
冷
蔵
倉
庫
跡

地
に
お
い
て
、
関
東
地
域
の

借
地
で
操
業
し
て
い
た
ド
ラ

イ
ア
イ
ス
加
工
工
場
（
船
橋

市
）、研
究
セ
ン
タ
ー
（
川
崎

市
）、ガ
ス
の
充
て
ん
工
場

（
埼
玉
県
川
口
市
）
な
ど
を

一
カ
所
に
集
約
す
る
た
め
の

設
備
投
資
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
。

船
橋
に
新
設
す
る
ガ
ス
充

て
ん
工
場
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
向
け
な
ど
を
含
む
高

純
度
炭
酸
ガ
ス
の
製
造
設
備

や
小
び
ん
（
生
ビ
ー
ル
用
）

へ
の
充
て
ん
設
備
を
設
置
す

る
な
ど
、
需
要
増
が
見
込
め

る
分
野
に
集
中
し
て
い
く
。

同
社
は
、
炭
酸
ガ
ス
、
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
を
中
心
と
す
る

メ
ー
カ
ー
部
門
と
ガ
ス
関
連

機
材
、
環
境
関
連
商
材
の
商

事
部
門
を
も
つ
複
合
企
業
。

最
近
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
が
炭

酸
ガ
ス
の
循
環
使
用
を
推
進

し
た
こ
と
か
ら
、
ビ
ー
ル
メ

ー
カ
ー
向
け
炭
酸
ガ
ス
販
売

が
低
迷
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
こ
の
ほ
ど
「
新
規
事
業

開
発
室
」
を
新
設
し
た
。
室

長
に
は
村
里
治
久
取
締
役
（
前
九
州
支
店
長
）
が
就
任
。

ニ
ッ
チ
分
野
で
の
新
商
材
開

発
を
重
点
的
に
推
進
す
る
の

が
目
的
で
「
ボ
リ
ュ
ー
ム
は

小
さ
く
て
も
数
多
く
の
高
付

加
価
値
商
品
を
扱
い
た
い
」

（
奥
卓
三
社
長
）
と
し
て
い

る
。

三
和
倉
庫
は
こ
の
ほ
ど
、

二
〇
〇
四
�
二
〇
〇
六
年
度

の
新
中
期
三
カ
年
経
営
計
画

を
策
定
し
た
。
コ
ア
で
あ
る

危
険
品
な
ど
得
意
分
野
に
特

化
し
た
３
Ｐ
Ｌ
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
て
、
収
益
向
上

と
安
定
配
当
を
堅
持
、
実
質

的
な
無
借
金
会
社
の
実
現
を

目
指
す
。
連
結
数
値
目
標
と

し
て
は
経
常
利
益
四
億
円
以

上
、
当
期
利
益
二
億
円
以
上

を
掲
げ
、
ま
た
保
管
在
庫
を

現
状
、
月
平
均
三
万
�
に
二

千
�
以
上
増
加
さ
せ
る
。

同
社
は
今
年
度
ま
で
の
中

期
計
画
で
神
奈
川
地
区
で
は

川
崎
事
業
所
に
危
険
品
立
体

自
動
倉
庫
を
建
設
す
る
と
と

も
に
、
大
黒
ふ
頭
と
綱
島
事

業
所
を
閉
鎖
し
て
川
崎
お
よ

び
中
山
両
事
業
所
に
統
合
す

る
な
ど
基
盤
整
備
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

新
中
期
計
画
で
は
こ
れ
ら

を
ベ
ー
ス
と
し
て
、「
コ
ア
の

危
険
品
な
ど
得
意
分
野
に
特

化
」「
グ
ル
ー
プ
企
業
と
の
連

携
強
化
」「
財
務
体
質
の
強

化
」「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

徹
底
」を
基
本
方
針
と
し
た
。

営
業
戦
略
と
し
て
は
、
ま

ず
危
険
品
に
重
点
を
置
い
た

３
Ｐ
Ｌ
営
業
を
推
進
す
る
。

提
案
型
営
業
に
よ
り
、
顧
客

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
物
流
シ
ス

テ
ム
を
確
立
、
保
管
在
庫
を

二
千
�
以
上
増
加
さ
せ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
地
域
別
に

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
、
一

年
目
に
は
京
浜
地
区
、
二
年

目
は
さ
い
た
ま
地
区
、
三
年

目
は
京
葉
地
区
で
重
点
営
業

す
る
計
画
。
ま
た
親
会
社
日

本
曹
達
や
連
結
子
会
社
三
倉

運
輸
と
連
携
を
強
化
す
る
。

経
営
面
で
は
組
織
の
ス
リ

ム
化
、
借
入
金
の
削
減
に
よ

る
実
質
的
な
無
借
金
会
社
の

実
現
、
成
果
主
義
導
入
な
ど

人
事
評
価
制
度
の
見
直
し
、

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
、
社
内
教
育

の
充
実
な
ど
内
部
統
制
機
能

強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

規
範
の
徹
底
�
な
ど
図
る
。

さ
ら
に
品
質
向
上
と
安
全
確

保
を
図
り
合
理
的
な
運
賃
の

追
求
な
ど
効
率
化
に
も
取
り

組
む
。

最
終
年
度
の
連
結
目
標
と

し
て
は
売
上
高
五
十
七
億

円
、
経
常
利
益
四
億
円
、
当

期
利
益
二
億
円
の
こ
れ
以
上

を
確
保
し
、配
当
金
年
六
円
、

一
株
当
た
り
当
期
利
益
十
二

円
以
上
と
し
て
い
る
。

日
商
岩
井
ア
ル
コ
ニ
ッ
ク

ス
（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｘ
）
と
み
ず
ほ

キ
ャ
ピ
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

の
運
営
す
る
フ
ァ
ン
ド
Ｆ
Ｂ

Ｆ
２
０
０
（
以
下
、
み
ず
ほ

フ
ァ
ン
ド
）
お
よ
び
蝶
理
ア

ド
バ
ン
ス
ト
マ
テ
リ
ア
ル
の

経
営
陣
は
、
国
内
初
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

バ
イ
ア
ウ
ト（
Ｍ
Ｂ
Ｏ
）方
式

に
よ
り
、
蝶
理
か
ら
株
式
お

よ
び
レ
ア
メ
タ
ル
、
レ
ア
ア

ー
ス
の
営
業
権
を
取
得
し
て

独
立
し
た
ア
ド
バ
ン
ス
ト
マ

テ
リ
ア
ル
ジ
ャ
パ
ン
（
Ａ
Ｍ

Ｊ
）
は
、
四
月
一
日
の
ス
タ

ー
ト
に
先
立
ち
、
今
後
の
事

業
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｊ
は
、
企
業
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
「
レ
ア
メ
タ
ル
新
創

造
」（N

ew
C

reatio
n

R
a

re
M

etal

）
を
掲
げ
、
Ｎ
Ｉ

Ａ
Ｘ
と
の
協
力
体
制
の
下
、

レ
ア
メ
タ
ル
、
レ
ア
ア
ー
ス

の
資
源
か
ら
用
途
開
発
ま
で

の
全
プ
ロ
セ
ス
と
中
国
、
ロ

シ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
に

特
化
。
従
来
取
引
に
加
え
委

託
加
工
ス
キ
ー
ム
を
駆
使
し

た
メ
ー
カ
ー
商
社
と
し
て
、

二
〇
〇
五
年
度
に
売
上
高
七

十
六
億
円
、
営
業
利
益
五
億

七
千
万
円
、
経
常
利
益
二
億

八
千
万
円
を
目
指
す
。

Ａ
Ｍ
Ｊ
の
資
本
構
成
は
、

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｘ
五
五
％
、
Ｎ
Ｉ
Ａ

Ｘ
に
六
〇
％
出
資
す
る
み
ず

ほ
フ
ァ
ン
ド
が
四
〇
％
、
蝶

理
ア
ド
バ
ン
ス
ト
マ
テ
リ
ア

ル
経
営
陣
が
五
％
。同
社
は
、

チ
タ
ン
ス
ポ
ン
ジ
お
よ
び
タ

ン
グ
ス
テ
ン
鉱
の
輸
入
扱
い

量
で
国
内
最
大
手
、
希
土
類

・
タ
ン
タ
ル
お
よ
び
レ
ア
メ

タ
ル
原
料
の
扱
い
量
で
も
ト

ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
位
置
し
、

と
く
に
中
国
や
ロ
シ
ア
、
中

央
ア
ジ
ア
の
安
定
供
給
で
は

専
門
性
、
多
様
性
、
ス
ピ
ー

ド
の
点
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を

自
負
す
る
。

蝶
理
ア
ド
バ
ン
ス
ト
マ
テ

リ
ア
ル
の
中
村
繁
夫
社
長

は
、「
Ａ
Ｍ
Ｊ
は
全
く
新
し
い

会
社
を
作
る
決
意
で
ス
タ
ー

ト
す
る
。�
金
偏
�
の
文
化
を

持
つ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｘ
の
傘
下
と
な

り
、
同
社
の
資
金
量
と
経
営

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
チ
タ
ン
分
野
を

安
定
収
益
領
域
、
レ
ア
メ
タ

ル
分
野
は
専
門
化
、
メ
ー
カ

ー
化
を
目
指
す
強
化
拡
大
領

域
、
ま
た
対
中
輸
出
や
委
託

加
工
貿
易
、
製
品
開
発
な
ど

の
開
発
ビ
ジ
ネ
ス
は
高
収
益

領
域
に
位
置
付
け
て
い
る
。

同
時
に
、
ロ
シ
ア
の
事
業
は

補
償
貿
易
や
投
融
資
案
件
を

通
じ
て
取
引
を
拡
大
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

一
方
、
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｘ
の
正
木

英
逸
社
長
は
、「
製
品
な
ど
川

下
に
強
い
当
社
と
素
材
中
心

に
強
み
を
持
つ
Ａ
Ｍ
Ｊ
の
間

で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
期
待
す

る
と
と
も
に
、
地
域
的
な
補

完
も
可
能
だ
。
将
来
は
自
前

の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
、
そ
の
密
度
を
濃
く
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
海
外
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
稼
働
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
両
社
で
話
し
合
い
を
進
め

て
い
く
。
今
の
と
こ
ろ
両
社

の
合
併
は
考
え
て
い
な
い

が
、
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
と

し
て
面
白
い
と
思
う
投
資
は

Ａ
Ｍ
Ｊ
と
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

さ
ら
に「（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｘ
は
）
二

〇
〇
四
年
度
に
製
造
メ
ー
カ

ー
な
ど
二
�
三
社
の
買
収
を

検
討
し
て
お
り
、
業
績
予
想

（
売
上
高
八
百
八
十
六
億
一

千
四
百
万
円
、
営
業
総
利
益

二
十
七
億
一
千
九
百
万
円
、

経
常
利
益
五
億
九
千
二
百
万

円
）
も
上
方
修
正
す
る
見
通

し
だ
。
二
〇
〇
六
年
度
末
を

め
ど
に
上
場
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
」と
し
た
。

な
お
Ａ
Ｍ
Ｊ
は
、
中
国
で

チ
タ
ン
の
在
庫
販
売
事
業
を

検
討
し
て
い
た
が
、
当
初
よ

り
事
業
規
模
が
大
き
く
な
る

見
通
し
の
た
め
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｘ
と

協
力
し
て
進
め
て
い
く
。

住
友
商
事
ケ
ミ
カ
ル
は
、

二
月
二
十
四
日
付
で
桑
野
博

僖
顧
問
が
社
長
に
就
任
し
た

と
発
表
し
た
。
宇
野
久
義
前

社
長
は
米
国
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｘ

社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
し
た
。

〔
桑
野

博
僖
�
く
わ
の

・
ひ
ろ
き
〕
７０
年
（
昭
和
４５

年
）
京
都
大
学
薬
学
部
卒
、

同
年
住
友
商
事
入
社
。
７９
年

イ
タ
リ
ア
住
友
商
事
会
社
、

９４
年
無
機
化
学
品
第
一
部

長
、
９８
年
韓
国
住
友
商
事
会

社
社
長
、
０２
年
フ
ァ
イ
ン
・

無
機
化
学
品
本
部
長
補
佐
、

０３
年
機
能
性
化
学
品
本
部
長

補
佐
、
０４
年
住
友
商
事
ケ
ミ

カ
ル
顧
問
。
５７
歳
。

�
住
友
商
事
ケ
ミ
カ
ル

（
２
月
１
日
付
）
▽
顧
問
（
住

友
商
事
機
能
性
化
学
品
本
部
長
補

佐
）
桑
野
博
僖

（
２
月
２４
日
付
）
▽
社
長
（
顧

問
）
桑
野
博
僖
▽
監
査
役
、
住
友

商
事
化
学
品
総
括
部
長
付
丸
岡
正

志
▽
退
任
（
社
長
）
宇
野
久
義
▽

同
（
取
締
役
）
堀
内
良
人
▽
同
（
監

査
役
）
三
ツ
股
淳
一

宇
野
久
義
前
社
長
は
米
国
Ｃ
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
。

�
消
防
法
講
習
会

日
本
化
学

工
業
品
輸
出
組
合
と
日
本
化
学
工

業
品
輸
入
協
会
が
、
３
月
３
日
午

後
２
時
か
ら
薬
業
健
保
会
館
（
東

京
都
千
代
田
区
）
５
階
会
議
室
で

開
催
す
る
。
内
容
は
消
①
防
法
の

危
険
物
規
制
の
現
状
に
つ
い
て
②

危
険
物
輸
入
の
際
の
注
意
事
項
等

に
つ
い
て
③
危
険
物
確
認
試
験
な

ら
び
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
手
続

き
に
つ
い
て
④
緊
急
連
絡
カ
ー
ド

（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て
。

講
師
は
総
務
省
消
防
庁
危
険
物
保

安
室
の
橋
本
仁
司
危
険
物
判
定
係

長
。定

員
５０
名
で
費
用
は
会
員
３
千

円
、
非
会
員
６
千
円
。
問
い
合
わ

せ
は
日
本
化
学
品
輸
出
組
合
（
業

務
部
・
北
山
、
技
術
部
・
本
田
、

電
話
０
３
�
３
５
０
４
�
１
８
０

１
）
ま
で
。

ＮＩＡＸと連携、強み発揮

炭炭酸酸ガガスス関関連連施施設設
船船橋橋にに新新設設・・集集約約

ニ
ッ
チ
開
拓
の
専
門
部
署
も

０５年度売上高７６億へ

充充ててんん工工場場・・研研究究セセンンタターー・・ドドラライイアアイイスス加加工工工工場場

倉庫跡地に５億円投資

日
本
炭
酸

ＡＭＪが事業方針

長瀬産業

国
内
販
社
グ
ル
ー
プ
再
編

地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応

西
日
本
、東
日
本

で
一
部
統
合

危
険
品
３
Ｐ
Ｌ
推
進

三和倉庫
が新中計

経
常
益
４
億
超
め
ざ
す

０６
年
度

ドド
ララ
ムム
缶缶
値値
上上
げげ
正正
念念
場場

原材料高騰が直撃

鋼材の高騰分吸収 急務に
春にさらなる上昇 懸念も

ドラム缶メーカー

購
入
計
画
の
提
出
要
請

原
料
手
当
て

窮

屈

に

２００４年（平成１６年）２月２５日（水曜日）（第三種郵便物認可）（９）


